
1. 研究の背景

　日本の都市は、 容積率制によるボリュームコントロール、 建

築単体のデザインを中心としたもので、 都市全体として統一性

のない煩雑な都市空間が形成されている。 これからの都市デ

ザインでは、敷地単位に加えて街区単位でコントロールを行い、

周囲と調和させながら都市を形成する必要がある。 また、 全国

各々の気候風土をもちながらも、 現在の日本の都市デザイン

手法は画一的なものであり、 特に積雪寒冷都市では、 冬の気

候が都市デザインに与える影響を考慮すべきである。 さらに、

今後低炭素型都市の実現が求められている中においては、 積

雪寒冷都市の冬期に消費するエネルギーの低減も都市デザイ

ンとして考慮すべき項目と考えられる。

2. 研究の目的と方法

 本論では、 世界の積雪寒冷都市の中で極めて積雪が多く、

人口密度が高い、 札幌市都心部を対象とした。 ①札幌市都

心部の街区分類を行い、 街区の更新パターンを把握し、 街区

空間の対象を抽出した。 ②参考文献 1) より評価視点を決定し、

③街区空間の更新パターンに対して風雪シミュレーションを行

う。 ④最後に、 風雪環境とエネルギーの視点から街区空間を

評価し、 都市の新しいデザインを明らかにすることを目的として

いる。

3. 札幌都心の街区分類による将来像の把握

から適正な街区の空間像を決定していく必要がある。

　そこで、 本論では、 既往研究①で明らかとなっている、 積

雪寒冷都市における中層建築街区の優位性を前提とし、 そ

の発展系として、 中層建築街区の更新パターンを抽出し、

風雪環境とエネルギーの評価を行った (6 章 )。

4. 街区空間の評価視点とその方法

　参考文献 1) より、 「図 4- Ⅰ : 評価視点」 で示した以下の 3

つの視点を抽出した。 A: デザイン性 (D/H、 ランドマーク性、

都市の統一性 )B: 風雪による歩行空間の快適性 ( 吹き溜まり、

風の強さ、 風の乱れ )C: 雪処理エネルギーとした。

5. 風雪シミュレーションの概要
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　札幌市都心部の街区を

街区容積率と空地率から

位置付け ( 図 1)、 さらに建

築のボリューム、 高さ、 空

地の大きさから都心街区の

空間像を 8 グループに分類した ( 表 1)。

　現在の再開発は容積率を上げながら街区を更新するのが一

般的である。 図１中の矢印に示すように、 街区を更新する方

向性としてⅰ ) 高層建築と空地を設ける高層建築街区 (G,H グ

ループ )、 ⅱ ) 中層建築と空地が少ない中層建築街区 (E,F グ

ループ ) の大きく 2 つに分けられる。ここで中層建築街区は E,F

グループのように、 異なるボリュームや高さが混在しており ( 表

1)、 街区形態が多様である。 従って、 建築のボリュームや高さ

図 1　札幌都心における街区容積率 -空地率による街区分類
表1　札幌都心におけるグループ別の街区の空間像

図 2　狸小路 3,4 丁目街区図

　4 章の評価視点 A: デザイン性 (D/H、 ランドマーク性、 都市

の統一性 ) から、 同じ街区容積率 600% で中層建築街区の更

新パターンを決定した。 街区単位でコントロールを行う高さ統

一型、 山型、 囲い型、 その比較対象としてコントロールを行わ

ない現況更新型を更新パターンとした。 各更新パターンの特

徴は 「図 4-A: デザイン性」 に示している。

7. 各更新パターンの評価 (図 3)

7-1. 現況更新型の評価結果 (図 3-1)　

　【吹き溜まり】 他の更新パターンに比べ少ない。 これは、 歩

行の危険が軽減されることが期待できる (b1-1)。 【風の強さ】

全体的に弱風 (b2-1)。 【風の乱れ】 全体的に乱れは少ない

(b3-1)。 【雪処理エネルギー】 積雪量が多く、 CO ₂排出量が

大きい (C-1)。 【総評】 「吹き溜まり」 「風の強さ」 「風の乱れ」

でよい評価だが、4 つの更新パターンの中で最も積雪量が多く、

「雪処理エネルギー」 が膨大な点は問題である。

7-2. 高さ統一型の評価結果 (図 3-2)

　【吹き溜まり】 他の更新パターンに比べ少ない (b1-2)。 【風

の強さ】 北側交差点付近で強風で、 不快に感じる傾向が強い

(b2-2)。 【風の乱れ】急に突風が吹く場所が幾つかある (b3-2)。

シミュレーションには、 縮尺 1/500 の模型を用いた。

同　　千葉　拓也＊5
同　　増田　祥子＊6
同　　山田　健介＊7
同　　野村　武志＊7

　実験には、 北海道立北方

建築総合研究所の粉体装置、

風洞装置を使用した。 シミュ

レーションの風向は、 過去 5

年 (2005 〜 2009) の気象デー
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6. 札幌都心の対象街区の選定と更新パターンの決定

6-1. 対象街区の選定

　中層建築街区に該当し、 また

近年再開発の動きが活発化し

ている狸小路 3,4 丁目の 2 街

区を対象街区とした ( 図 2)。

6-2. 更新パターンの決定
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【雪処理エネルギー】 積雪量は少ないが、 歩道の吹き溜まりが

大きく、ロードヒーティングによるロス 5) が大きい (C-2)。 【総評】

現況更新型と、 駅前通りに接する建築はほぼ同じため、 評価

に大きな差は出なかった。

7-3. 山型の評価結果 (図 3-3)

　【吹き溜まり】 St.2 での積もり方が大きく異なり、 St.1 の南側

交差点付近に大きな吹き溜まりの場所がある (b1-3)。 【風の強

さ】 他の街区に比べて強風。 駅前通りでは、 非常に不快に感

じる傾向が強い (b2-3)。 【風の乱れ】 特に目立った特徴はな

い (b3-3)。 【雪処理エネルギー】 4 つの更新パターンの中で

最も大きな値を示した。 街区内での積雪量が最も多く、 ロード

ヒーティングによるロス 7) も最も大きい。 山型は、 建物高さが街

区中心部に比べ側縁部が低い為、 歩道に風が吹き下ろし、 多

くの雪が歩道に積雪したと考えられる (C-3)。 【総評】 全体的

に積雪寒冷都市では不利な街区形態と言える。

7-4. 囲い型の評価結果 (図 3-4)

　【吹き溜まり】 積もり方に乱れがある (b1-4)。 【風の強さ】 北

側交差点付近で強風で不快に感じる傾向がある (b2-4)。 【風

の乱れ】 全体的に小さく、 不快に感じる傾向が少ない (b3-4)。

【雪処理エネルギー】 4 つの街区の中で最も少ない。 街区内

での積雪量が少なく、 且つロードヒーティングによるロス 7) は最

も小さい。 囲い型は、 街区中心部に比べ側縁部が高くなって

いる為、 街区中心部に対して風が吹き下ろし、 多くの雪が街

区中心部の屋根に積雪したと考えられる (C-4)。 【総評】 「雪

処理エネルギー」 では最も優秀な数値を示し、 その他の項目

も全体的に良い結果が見られた。

8. 評価に基づく狸小路における街区の空間像

　4 つの更新パターンで比較を行った。【吹き溜まり】【風の強さ】

山型が悪く、 その他の更新パターンに目立った差は見られな

い。 【風の乱れ】4 つの更新パターンで一長一短であった。 【雪

処理エネルギー】 囲い型が最も優秀な数値を示した。

　狸小路 3,4 丁目の 2 街区における街区デザインの方向性とし

て、 「駅前通りの交差点に面する建物ランドマーク性」 「多くの

人が利用する駅前通りにおける冬期の歩行空間の快適性」 「効

率的な雪処理エネルギー消費」 が重要であり、以上の評価より、

囲い型が最も有利な街区形態といえる。

9. まとめ

　本論では、 以下のことが明らかになった。

Ⅰ . 札幌市都心部の街区形態の構成を街区容積率、 空地、

建築ボリューム、建築高さの要素から、8 グループに分類できた。

Ⅱ . 中層建築街区では各更新パターンで、 風雪の影響による

歩行空間の快適性、 雪処理エネルギーが異なる。 積雪寒冷

都市では、 これらを新たに都市デザインのプロセスに組み込む

ことが重要である。

Ⅲ .4 つの更新パターンの中では 「囲い型」 が、 デザイン性が

よく、 風雪による歩行空間への悪影響が少なく、 雪処理エネ

ルギーが少ない点で優れている。

　以上の観点から積雪寒冷都市では風雪環境やエネルギー評

価から街区単位で都市デザインを構築すべきである。 本研究

はシミュレーションのみに基づいており、 現実の都市空間での

評価をさらに行う必要がある。
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その街区で都市を形成
したとき統一性はあるか

駅前通りに対してランド
マーク性があるか

街区内での 1 日の排雪に必要なエネルギー
量 (MJ)、 二酸化炭素量 (t) を算出。

【設定】
・ 降雪の処理について ( 面積比より )

①運搬排雪 ： 積雪の絶対量から、 運搬排雪に
必要なエネルギー量、 二酸化炭素量を算出。
②ロードヒーティング ： 歩道最高積雪高さを
基準に歩道の雪全てを溶かすのに必要なエ
ネルギー量、 二酸化炭素消費量を算出。

【概要】

雪処理エネルギーのエネルギー量、二酸化炭素消費量

116,695.5 ［MJ/ 日］
115,809.8 ［MJ/ 日］

885.7 ［MJ/ 日］

23.13 ［t/ 日］
22.89 ［t/ 日］
0.24 ［t/ 日］

雪処理 CO2
ロード CO2
運搬 CO2
雪処理 E
ロード E
運搬 E

122,574.2 ［MJ/ 日］
121,643.9 ［MJ/ 日］

930.3 ［MJ/ 日］

23.98 ［t/ 日］
23.73 ［t/ 日］
0.25 ［t/ 日］

雪処理 CO2
ロード CO2
運搬 CO2
雪処理 E
ロード E
運搬 E

107,814.0 ［MJ/ 日］
106,995.8 ［MJ/ 日］

818.3 ［MJ/ 日］

24.80 ［t/ 日］
24.58 ［t/ 日］
0.22 ［t/ 日］

雪処理 CO2
ロード CO2
運搬 CO2
雪処理 E
ロード E
運搬 E

105,222.6 ［MJ/ 日］
104,424.0 ［MJ/ 日］

798.6 ［MJ/ 日］

17.16 ［t/ 日］
16.95 ［t/ 日］
0.21 ［t/ 日］

雪処理 CO2
ロード CO2
運搬 CO2
雪処理 E
ロード E
運搬 E

0 0.2-0.4 0.6-0.8 1.0-1.2 1.4-1.6 1.8-0

6

12

18
24

0 0.2-0.4 0.6-0.8 1.0-1.2 1.4-1.6 1.8-0

6

12

18
24

St. 2 ( 駅前通り )

St. 1 ( 駅前通り )

St. 2 ( 駅前通り )

St. 1 ( 駅前通り )

北 南

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

[mm]

駅前通り積雪深グラフ

北 南

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0

[mm]

﹇
算
出
デ
ー
タ
﹈

歩道面積 4,490.6 ㎡ / 札幌市の雪の密度 4）200 kg/ ㎥ / 融解熱 4）333 KJ/kg 【運搬排泄】 狸小路から雪堆
積所までの距離 5）4.0 km/ 燃費 (10t ダンプ使用 )2.0 km/L( 軽油 )/ 二酸化炭素排出量 6）2.6 kg/L/【電気ロー
ドヒーティング】 熱効率 20％/ 熱量 ( 電気 )9.38MJ/kWh/ 二酸化炭素排出量 6）0.378kg/kWh


